
高津川水系河川整備計画【国管理区間】

国土交通省 中国地方整備局
浜田河川国道事務所

令和4年11月1日

事業の進捗状況

資料－２



目 次
1．河川整備計画の計画概要

1.1  高津川水系河川整備計画【国管理区間】の概要・・・・・・・・・・・・ 1
1.2  河川整備計画の主なメニュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

2． 流域の概要
2.1  高津川水系の流域及び河川の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

3． 流域の社会情勢の変化
3.1  地域の概況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
3.2  河川整備計画策定以降の変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
3.3  洪水・渇水の発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
3.4 令和3年8月出水による洪水の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
3.5 水質の保全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
3.6 河川空間の利用状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10
3.7 動植物の変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

4． 地域の意向
4.1  地域の要望事項、地域との連携・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

5． 事業の進捗状況
5.1 治水対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14
5.2 アユ産卵場のモニタリングを実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15
5.3 堤防及び河道、河川管理施設等の維持管理・・・・・・・・・・・・・・ 16
5.4 危機管理体制の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17
5.5 水防災意識社会再構築ビジョンの取組状況・・・・・・・・・・・・・・ 18

6． 事業進捗の見通し
6.1  当面の整備予定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 19

7． 河川整備に関する新たな視点
7.1 防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策 ・・・・・・・・・・ 20
7.2 流域治水の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21
7.3 気候変動を踏まえた計画へ見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

8． 河川整備計画の点検結果
8.1  進捗点検のまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26

参考資料
高津川流域の概要（高津川の変遷） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28
利水（水利用）状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29
内水対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30
外来種対策（特定外来生物（オオキンケイギク）の繁茂対策 ・・・・・・・・ 31
河川巡視 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32



1

1.1 高津川水系河川整備計画【国管理区間】の概要

計画の趣旨・計画策定年月・対象区間・対象期間・基本理念

1.河川整備計画の計画概要

計画の

趣旨

本計画は、河川法の三つの目的である
1) 洪水、高潮等による災害発生の防止
2) 河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持
3) 河川環境の整備と保全

が行われるよう、河川法第16条の2に基づき、「高津川水系
河川整備基本方針」に沿って実施する河川整備の目標及び
河川工事、維持管理等の内容を定めたもの。

計画策定

年月
平成20年7月

対象区間 高津川水系の国が管理する区間

対象期間 概ね30年間

基本理念

【治水】安全で安心して暮らせる川づくり
過去の水害を踏まえ、基本方針で定めた目標に向け、整備
計画期間で実現可能な段階的な整備を行い、人々が安全で
安心して暮らせるための川づくりを目指します。

【河川環境】豊かな自然を未来に伝える川づくり
アユを代表とする豊かな生物の生息・生育環境や清流高
津川の美しい河川景観を保全し、未来に伝えることがで
きる川づくりを目指します。

【地域連携】地域の活性化を創造する川づくり
水遊びのできる川、水辺に近づきやすい川、馴染みのあ
る川としての高津川の水辺の魅力を最大限に活かし、川
でしか体験できないような学習、交流の拠点となるよう
な川づくりを目指します。

河川整備の計画対象区間

高津川：
Ｌ＝14.2km

白上川：
Ｌ＝2.0km

匹見川：
Ｌ＝1.03km

高津川派川：
Ｌ＝2.75km

：基準地点（高水）
：基準地点（低水）
：国管理区間

たかつがわ

たかつがわ

せいりゅう たか

つがわ

たかつがわ
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1.1 高津川水系河川整備計画【国管理区間】の概要

高津川水系河川整備計画【国管理区間】の内容

1.河川整備計画の計画概要

本計画は治水・利水・環境それぞれにおいて、現状と課題を抽出し、計画目標の設定・目標の達成に向けた河川整備の実施に関する事項をまとめている。

高
津
川
水
系
の
概
要

1章

治水

利水

環境

5章 河川整備の実施に関する事項
2章 高津川の

現状と課題

【治水】
・河道断面積不足により、堤防が決壊
する危険性が高まる箇所や堤防の
高さ不足により水があふれる可能性
が高い箇所がある。

・河道内の堆積土砂における樹木繁
茂により、河道断面積が減少してい
る箇所も存在するほか、樹木が洪水
の流れに影響を与えて堤防が危険
な状態になる可能性がある。

・築堤年代が古い堤防が多く、近年に
おいても漏水等の被害が発生してい
る。

【利水】
・高津川（国管理区間）で取水される
流水は、全てが農業用水として利用
されている。

・高津川水系においては、過去、深刻
な渇水被害の経験はない。

【環境】
・天然遡上のアユが有名であり、良好
な生息環境の保全に努めていく必要
がある。

・砂州や中州での土砂堆積、樹木、竹
林や外来植物の繁茂により、高津川
らしい礫河原の環境が減少傾向に
ある。

4章 河川整備の目標に
関する事項

【治水】
（上流区間）流域に壊滅的被害をもたら
した既往第2位の昭和18年9月洪水と同
規模の洪水を安全に流下させることを
目指す。
（市街地区間）河川整備基本方針に位
置付けられている、河道において分担
する流量4,900m3/s（高角地点）に相当
する洪水を安全に流下させることを目
指す。

【利水】
神田地点における正常流量

概ね4m3/s

【環境】
・アユ産卵場を保全するとともに、交互
に連続する瀬・淵、礫河原、水際の入
り組みや河畔林等、変化に富んだ特
徴的な河川環境について、川の営力
を利用しながら保全することを目指す。

・住民参加と地域連携を積極的に促し、
地域の活性化に寄与できる川づくりを
目指す。

河川工事の目的、
種類及び施工の場所

【治水】
（1）堤防の整備
（2）河床掘削及び樹木伐開
（3）堤防の質的強化
（4）広域防災対策
（5）人と河川のふれあいの場の

整備

河川の維持の目的、
種類及び施工の場所

「サイクル型維持管理」を構築し、
効率的・効果的な実施に努める。

【利水】
（1）渇水への対応

【環境】
（1）河川環境のモニタリング
（2）外来種対策
（3）水質の保全、水質事故への

対応
（4）河川空間の適正な利用
（5）河川美化のための体制

■洪水等による災害の発生の
防止または軽減に関する事項

（1）河川情報の収集・提供
（2）河川巡視
（3）堤防及び河道の維持管理
（4）河川管理施設等の維持管理
（5）災害復旧
（6）内水対策
（7）危機管理体制の整備

その他河川整備を
総合的に行うために

必要な事項

・連携と協働
・情報の共有化
・意識の向上
・社会環境の変化への対応

河
川
整
備
に
関
す
る
方
針
（
計
画
の
概
要
）

3章

たかつがわ

たかつがわ

た
か
つ
が
わ

りすい

けっかい

たいせき はん

も

ちくてい

ろうすい

たかつがわ

りすい
りすい りすい

たかつがわ

かっすい

そじょう

さす なかす たいせき

はんも たかつがわ

れきがわら

かいめつ

きおう

たかつの

かんだ

れきがわら みずぎわ

かはんりん

えいりょく

きよ

せこう

かしょう ばっかい

じゅんし

かっすい

きょうどう

りゅうすい

ふち
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1.2 河川整備計画の主なメニュー

整備等の内容

高津川、高津川派川、匹見川
 堤防整備、②河床掘削・樹木伐開、③堤防浸透対策、④高津川河川防災ステーション整備等

高津川河川
防災ステーション

河床掘削(下流)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(高津)

堤防浸透対策(虫追)

築堤(奥田)

河床掘削(上流)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(安富)

河床掘削(匹見川)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(飯田)

：河床掘削
：樹木伐開
：堤防整備（築堤・引堤）
：堤防整備（浸透対策）

1.河川整備計画の計画概要

■事業箇所位置図  堤防整備

③堤防浸透対策

②河床掘削・（樹木伐開含む）

④高津川河川防災ステーション

高津地区

ドレーン材（割栗石）

5.0k

ドレーン

計画高水位

堤体(堤防)

基礎地盤

護岸工

築堤(大塚)

整備前

整備後

築堤(須子)

大塚地区

○堤防の高さを確保し、氾濫の防止に努めます ○河床掘削・樹木伐開により水位を低下させることで氾濫
の防止に努めます

○災害時に水防活動や災害復旧の拠点
となる防災ステーションを整備します

○浸透に対して危険な箇所は浸透対策のための整備を実施します

たかつがわ たかつがわ はせん ひきみがわ

かしょう ばっかい しんとう たかつがわ

ちくてい おおつか

たかつがわ

かしょう

ばっかい

かしょう

ばっかい

かしょう

ばっかい

ちくてい すこ

ちくてい おくだ

しんとう たかつ

しんとう いいだ

しんとう むそう

しんとう やすどみ

かしょう ばっかい

はんらん かしょう ばっかい はんらん

しんとう

しんとう しんとう

たかつがわ

地先名 河川名 区間 地先名 河川名 区間

大塚 0.0k～0.2k（右岸） 高津川 2.5k～2.7k（左岸）

須子 2.4k～2.8k（右岸） 高津川派川 0.0k～0.4k（左岸）

奥田 5.6k～6.3k（右岸） 虫追 高津川 4.9k～6.0k（左岸）

安富 高津川 8.2k～9.1k（右岸）

飯田 高津川派川 0.1k～0.4k（右岸）

虫追・安富 4.9k～9.5k

横田 匹見川 0.4k～0.7k 河川防災ステーションの整備 高津川

0.0k～4.0k

整備内容

堤防の質的強化
（堤防浸透対策）

広域防災対策

高津

整備内容

堤防の整備

河床掘削（樹木抜開含む）

中の島・高津・須子・

飯田

高津川

高津川

中島
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2.1 高津川水系の流域及び河川の概要

流域面積（集水面積） ：1,090 km2

幹川流路延長 ：81 km
流域内人口 ：約3.2 万人
想定氾濫区域面積 ：約39 km2

想定氾濫区域内人口 ：約2.1 万人
想定氾濫区域内資産額 ：約5,000億円
主な市町 ：益田市、津和野町、吉賀町

高津川は島根県鹿足郡吉賀町田野原に源を発し、津和野川、匹見川、白上川等を合わせて北流し日本海に注ぐ、流域面積1,090km2、幹川流路延長81km
の一級河川である。

沿川の土地利用としては、山地等が9割以上を占め、河口付近の益田市街地（宅地等市街地）に流域の人口・資産の大半が集積している。河床勾配は
1/800～1/150であり、上流部の勾配は比較的緩やか。

降雨特性について、梅雨期（6月、7月）と台風期（9月）に降雨が多く、年平均雨量は下流域1,600～上流域2,000mm程度であり、上流域は全国平均の
降水量（1,700mm）を上回る。

2.流域の概要

河川現況調査（H22年基準）より流域及び氾濫区域の諸元

5

岡山県

鳥取県

島根県

広島県

山口県

高津川流域

日 本 海

瀬 戸 内 海

Ｎ

流域図
 

河川延長km →

0          10          20         30          40          50         60          70          80 

m 
1000 
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400 

300 

200 

100 

上 流 

約1/150（幹川）

中 流 

約1/350～1/150 約1/800 

下 流 

現在の源流の標
高は約380m程度

山地等

96%

農地
3%

宅地等市街地
1%

河床高の縦断図 流域の土地利用

・流域の土地利用は、山林等が96%、農
地が約3%、宅地等市街地が約1%、市街
地は、河口付近の益田市内に集中。

・河川争奪を受けて 上流部を失ってい
るため、源流部の標高は低く、上流部
は比較的緩やかな地形を示す（1/150
程度）。

流域及び氾濫区域の諸元

降雨特性
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月別降水量と平均気温

 日本海側気候地域に属するが、梅雨期と台風期に降雨が多い特徴

 上流域では日本の年平均降雨量1,700mmを上回り2,000mmを越える 年降水量
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3.1 地域の概況 3.流域の社会情勢の変化

高津川の下流部は、土地区画整理事業や交通網の整備（萩・石見空港、JR山陰本線、国道9号、益田道路等）などにより市街化が進み、人口・資産が
集中。石西地域における行政、経済の中心的役割を担っている。

高津川下流部は低平地であり、堤防が決壊した際は氾濫域が広範囲に及ぶ。
高津川について、平常時の河川水位が周辺地盤高より高い天井川であり、堤防が決壊した場合には浸水深が大きくなり、被害は甚大なものとなる。

高津川下流部の地形特性

流域の地盤高と浸水想定区域図

Ａ Ａ‘

高津川下流部の市街化状況

高津川下流部の地盤高

益田道路

国道9号線

国道191号線

益田湾

山陰本線

益
田
川

萩・石見空港

益田港

山口線

益田市役所

益田広域消防本部

益田税務署

益田郵便局

●益田市立図書館

益田労働基準監督署
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事業に関わる地域の人口、資産等の変化

【主要自治体（益田市）指標】
○人 口 ：0.94倍（45,003人 /47,718人 ）〈 R2数値/H27数値 〉
○世 帯 数 ：0.99倍（18,870世帯 /19,037世帯 ）〈 〃 〉
○事 業 所 ：0.95倍（22,426事業所/23,555事業所）〈 H26数値/H21数値 〉
○耕地面積：0.97倍（2,140ha /  2,200ha    ）〈 R2数値/H28数値 〉

たかつがわ はぎ いわみ さんいん ますだ
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たかつがわ はんらんいき

たかつがわ じんだい

たかつがわ

ますだし
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3.2 河川整備計画策定以降の変化 3.流域の社会情勢の変化

流域を構成する関係市町（益田市、津和野町、吉賀町）の人口は河川整備計画策定以降も減少が続いており、また世帯数については横ばい傾向と
なっている。（前回（R2.3）と同じ傾向）

宅地面積、耕地面積は河川整備計画策定以降も横ばい傾向である。 （前回（R2.3）と同じ傾向）
事業所数・従業員数、製造品出荷額は河川整備計画以降も横ばい傾向である。（前回（R2.3）と同じ傾向）

益田市、津和野町、吉賀町の人口・世帯数の推移
（出典：国勢調査）

河川整備計画
策定以降

益田市、津和野町、吉賀町の事業所・従業員の推移
（出典：工業統計調査）

河川整備計画
策定以降

河川整備計画
策定以降

益田市、津和野町、吉賀町の宅地・耕地面積の推移
（出典：島根県統計書）

益田市、津和野町、吉賀町の製造品出荷額の推移
（出典：工業統計調査）

河川整備計画
策定以降

データなし データなしデータなし データなし

人口・世帯数の推移 宅地・耕地面積の推移

事業所・従業員の推移 製造品出荷額の推移

前回（第2回アドバイザー会議）
以降の追加データ

前回（第2回アドバイザー会議）
以降の追加データ

前回（第2回アドバイザー会議）
以降の追加データ

前回（第2回アドバイザー会議）
以降の追加データ

ますだし つわのちょう よしかちょう

ますだし つわのちょう よしかちょう

ますだし つわのちょう よしかちょう
ますだし つわのちょう よしかちょう

ますだし つわのちょう よしかちょう

こくせい



年平均最大流量 1600m3/s

整備計画目標流量（計画高水流量） 4900m3/s
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3.3 洪水・渇水の発生状況

昭和47年7月に既往最大洪水が発生し、甚大な被害が発生しているほか、近年では平成9年7月洪水において浸水被害が発生している。

河川整備計画策定（平成20年）以降、整備計画目標流量を超える洪水は発生していない。

河川整備計画策定（平成20年）以降、流水の正常な機能を維持するために必要な流量（神田：4m3/s）を満足しており、また渇水被害の発生もない。

高津川における洪水・渇水の発生状況

神田地点の渇水流量※

3.流域の社会情勢の変化

河川整備計画策定以降

※１年を通じて日平均流量が355日はこれを下らない流量をいう

欠
測

欠
測

注）令和3年の渇水流量は暫定ＨＱ式による換算値

2,900

S47洪水

5,
00
0

河川整備計画策定以降、整備
計画目標流量を超える出水は
発生していない。

高角地点の年 大流量

河川整備計画策定以降

前回（第2回アドバイザー会議）
以降の追加データ

注）令和3年の年 大流量は暫定ＨＱ式による換算値

3,300

前回（第2回アドバイザー会議）
以降の追加データ

きおう じんだい

りゅうすい かんだ かっすい

かっすいたかつがわ

かんだ かっすい

たかつの
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3.4 令和3年8月出水による洪水の概要

令和3年8月12日から前線の停滞により、九州や中国地方をはじめとした西日本から東日本に至る広い範囲で大雨となり、高津川流域では、8月12日朝
方から14日夜頃にかけて断続的に激しい雨となった。

流域平均総雨量（高角地点上流域）が384mmを記録し、高角水位観測所では氾濫危険水位を超えたが、堤防の決壊や越水による氾濫被害は発生してい
ない。

3.流域の社会情勢の変化

高角地点上流域雨量

河川整備による水位低減効果

高角観測所上流域　平均雨量
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流域平均総雨量 384.0mm
（R3.8.11 1：00～8.16 0：00）
最大時間雨量 25.5mm（12日 7:00）
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◎
益田市役所

危険水位

河川改修をしなかった場合の水位

今回水位

【高津川 6k400横断図】

①0.5mの水位低減

約0.5m
水位低減

【河道掘削量】
約53,000m3

A A’

■位置図

掘削

西益田大橋

安富橋
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益田市
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等雨量線図

高角地点水位

※国土交通省作成

高角水位観測所（高津川）

高角地点上流域平均雨量

きゅうしゅう ちゅうごく にしにほん ひがしにほん たかつがわ

たかつの たかつの はんらん けっかい えっすい はんらん
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3.5 水質の保全

水質汚濁の代表指標であるBODについて、整備計画策定（平成20年）以降、各地点（高津大橋、金地橋、旭橋）で環境基準を満足し、良好な水質を維
持している。（前回（R2.3）と同じ傾向）

3.流域の社会情勢の変化

注）BOD75%値とは、例えば100個のデータを小さい順に並べたときの第75番目の値。

高津川 高津大橋地点のBOD75%値(注)の
経年変化

（平成元年～令和3年）

高津川 金地橋地点のBOD75%値(注)の
経年変化

（平成元年～令和3年）

高津川 旭橋地点のBOD75%値(注)の
経年変化

（平成元年～令和2年）

高津大橋地点

金地橋地点 旭橋地点

高津川の水質（BOD）の状況

河川整備計画
策定以降

高津川水系の水質保全の目標となる水質汚濁に係る環境基準の
水域類型指定は、河口から飯田吊橋までがA類型であり、飯田吊
橋から上流がAA類型に指定されており、水質汚濁の代表指標であ
るBODについては環境基準を満足し、良好な水質を維持している。

高津川の水質

河川整備計画
策定以降

河川整備計画
策定以降

前回（第2回ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ会議）
以降の追加データ

前回（第2回ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ会議）
以降の追加データ

前回（第2回ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ会議）
以降の追加データ

おだく たかつおおはし かなじばし あさひばし

たかつがわ

たかつがわ おだく

かこう いいだつりばし いいだ つり

ばし おだく

たかつがわ

たかつおおはし

かなじばし あさひばし

高津大橋（国）
たかつおおはし

金地橋（国）
かなじばし

旭橋（県）
あさひばし
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3.6 河川空間の利用状況

河川空間の利用について、柿本神社の神事である流鏑馬、益田水郷祭（花火大会・ホーランエー）、いかだ流し大会などが開催され、参加者や地域
住民で賑わっている。

また水辺や河岸では、アユ釣り、サイクリング等を楽しむ人々で賑わっている。

高津川の河川空間利用

アユ釣り高津川の河川敷で行われる流鏑馬
令和元年9月1日開催

益田水郷祭（ホーランエーと花火大会）
令和元年8月3日開催

3.流域の社会情勢の変化

清流高津川いかだ流し大会
令和元年8月4日開催

アユつかみ取り

高津川源流ライド
平成31年4月29日開催

かきのもとじんじゃ しんじ やぶさめ ますだ すいごうさい

かわぎしみずべ

たかつがわ

たかつがわせいりゅう

ますだ すいごうさい

たかつがわ かせんじき やぶさめ

たかつがわ げんりゅう

写真提供：益田市

写真提要：一般社団法人益田市観光協会提供

写真：写真提要：一般社団法人益田市観光協会提供 写真提要：一般社団法人益田市観光協会提供



3.7 動植物の変化（動物） 3.流域の社会情勢の変化
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イカルチドリキイロサナエ ミナミテナガエビ

今後、高津川の河床掘削・樹木伐採を行う上で影響が大きいと考えられる魚類・底生動物・鳥類の確認種数の推移について、整備計画策定（平成20年）
以降、減少は見られない。

生態系に配慮した河川整備（平水位以上の掘削を基本）を進めており、生息環境が維持されていると考えられる。

注１） 重要種数は全種数の内数である。また、調査時点におけるレッドリスト等に基づいた種数である。
注２） 平成18年度以降は、全体調査計画が見直され、調査時期・回数、調査地区数等が変更（多くは減少）している。
注３） 魚類の増加は、調査地区の変更に伴う汽水・海水魚の増加によるものであり、淡水魚の確認種数は大きな変化はない。
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魚類・底生動物・鳥類の確認種数の推移
河川整備計画
策定以降

河川整備計画
策定以降 河川整備計画

策定以降

重要種高津川を象徴する魚 重要種 重要種 重要種

（礫河原を好む）

コアジサシ

重要種

（高津川河口砂州にて確認）
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今後、高津川の河床掘削・樹木伐採を行う上で影響が大きいと考えられる植物の確認種数の推移についても、整備計画策定（平成20年）以降、減少はみ
られない。

なお、高津川では近年、河道内で土砂堆積及びヤナギやタケによる樹林化が進行しており、洪水時の流れに影響を与え、堤防が危険な状態になる可能性。
このため、洪水の安全な流下と再繁茂対策（樹林化抑制）を目的として、試験的に斜め掘削（安富地区）を実施した。掘削後のモニタリング結果につい
て、概ね裸地や草地が維持されており、樹林化前の礫河原の環境が維持されていることを確認している。

注１） 重要種数は全種数の内数である。また、調査時点におけるレッ
ドリスト等に基づいた種数である。

注２） 平成18年度以降は、全体調査計画が見直され、調査時期・回
数、調査地区数は大幅に減少(15地区→7地区)している。

植物物確認種数の経年変化

カワヂシャヤマラッキョウ

植物の確認種数の推移 掘削箇所の状況 掘削前（平成28年11月撮影）

西益田大橋

安富橋

1/30規模掘削

虫追の瀬

平面図の凡例

：平成28年度掘削
：平成29年度掘削
：平成30年度掘削
：平成30年度樹木伐採
：令和元年度掘削
：令和元年度樹木伐採

掘削

掘削後（令和2年3月撮影）

西益田大橋

安富橋

H.W.L 

整備計画河道 

未施工 1/30規模まで先行掘削済み

ヤナギやタケ
により樹林化
している

概ね裸地や草地が維
持されており、礫河原
の環境が維持されて
いる。

樹林化抑制を目的に
斜め掘削を実施

掘削前 
第 1 段階の掘削 
第 2 段階の掘削 
整備計画河道 

掘削前
1/10規模掘削
1/30規模掘削
整備計画河道

※1/10規模掘削：年超過確率１／１０(毎年、１年間にその規模を超える洪水が発生する確率が１／１０（１０％））の洪水を安全に流すために必要な掘削

※1/30規模掘削：年超過確率１／３０(毎年、１年間にその規模を超える洪水が発生する確率が１／３０（３．３％））の洪水を安全に流すために必要な掘削

河川整備計画
策定以降

重要種 重要種

たかつがわ かしょう ばっさい

たかつがわ たいせき

はんも やすどみ

らち れきがわら

れきがわら

らち



自 治 体 名
等

内 容 時 期 要 望 事 項

高津川水系治水
砂防期成同盟会

（益田市、津和野
町、吉賀町）

一級河川高
津川水系の
河川改修事
業等の促進
について

令和元年7月
1．高津川の特色を活かした環境や景観に配慮した治水事業の実施
2．流下能力を確保するための、河川内における樹木伐採

令和元年10月
1．高津川の特色を活かした環境や景観に配慮した治水事業の実施
2．流下能力を確保するための、河川内における樹木伐採

令和2年8月

1．高津川の特色を活かした環境や景観に配慮した治水事業の実施
2．流下能力を確保するための、河川内における樹木伐採
3．新型コロナの影響で落ち込んだ地域経済の回復のため、緊急経

済対策の「Ⅴ字回復フェーズ」において、公共投資の早期執行。

令和3年7月
1．高津川の特色を活かした環境や景観に配慮した治水事業の実施
2．流下能力を確保するための、河川内における樹木伐採

令和4年7月
1．高津川の特色を活かした環境や景観に配慮した治水事業の実施
2．流下能力を確保するための、河川内における樹木伐採
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4.1 地域の要望事項、地域との連携 4.地域の意向

②河川の美しい環境を後世に継ぐため、河川敷を養子（縁組）とし、
河川美化活動団体が養親となり、河川美化清掃ボランティア活動
を実施する「水辺EN組プログラム」を実施している。

地域の要望事項

④河川環境学習として、沿川の小・中学校を対象に水質調査（パッ
クテスト）や水生生物調査を実施し、河川美化の啓発活動を実施
している。

③清流高津川の河川保全活動の一環として、平成24年度より流域住民、
企業、学校、団体、行政が一体となって「高津川の一斉清掃」を
実施している。

①河川協力団体指定制度により、自発的に河川の維持、河川環境の保
全等に関する活動を行う民間団体等を河川管理者と連携して活動
する「河川協力団体」に指定し、自発的な活動を促進している。

地域との連携

⑤高津川ツアー（河川環境学習）

NPO法人 アンダンテ21による活動

②水辺EN組プログラム活動状況 ④出前講座（河川環境学習）

③高津川の清掃活動①河川協力団体活動状況

パックテストによる簡易水質測定

令和4年8月

令和4年8月Pegasusクラブ

⑤民間団体においては、環境学習や清掃活動など、高津川水系の環
境づくりなどの活動が自発的に行われている。

高津川水系治水砂防期成同盟会から、毎年、高津川の特色を活かした環境や景観に配慮した治水事業の実施について、要望書が提出されている。

地域連携について、環境学習（水質調査）や清掃活動、河川協力団体の指定などを通じて、流域住民と連携した取組が行われている。
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H.W.L

整備計画河道 

未施工 1/30規模まで先行掘削済み

5.1 治水対策
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5.事業の進捗状況

上流、安富地区(河床掘削)

下流：高津地区･中洲（河床掘削、堤防浸透対策）

施工前 施工後（R2年3月）

・安富地区は、大規模掘削に伴う河床変
動への影響や河川環境の応答等を確
認（モニタリング）しながら、段階的に安
全度を向上させている。

鴨島大橋

施工前
（R1年9月）

施工後
（R3年3月）

鴨島大橋

高津川橋梁(JR)

施工前

＜高津地区＞ ＜中洲＞

施工中
（R4年3月）

鴨島大橋

高津大橋

掘削

掘削

堤防浸透対策後
（高津川左岸2.6k付近）

掘削

高津川橋梁(JR)

高津大橋

整備率 22%

（209.60千m3/941.50千m3）

0 500 1000

河
道
掘
削

（千m3）

整備率 69%

（0.88km/1.28km）

0 0.5 1 1.5

堤
防
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整備率 70%

（2.06km/2.96km）

0 1 2 3
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の
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化

（km）

築堤(大塚)

河床掘削(下流)（樹木伐開含む）

築堤(須子)堤防浸透対策(高津)

堤防浸透対策(虫追)
築堤(奥田)

河床掘削(上流)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(安富)
河床掘削(匹見川)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(飯田)

上
流
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間

（
3.
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14
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k）
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間
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中

※一部、1/30規模までの
試験施工実施済み

H26年度完成
H23年度完成

H21年度完成

H21年度完成H27年度完成

R3年度完成

事業進捗率

おおつかちくてい
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：河床掘削
：樹木伐開
：堤防整備（築堤・引堤）
：堤防整備（質的強化）

：事業完了区間、箇所

：事業実施中区間

掘削前 
第 1 段階の掘削 
第 2 段階の掘削 
整備計画河道 

掘削前
1/10規模掘削
1/30規模掘削
整備計画河道

事業箇所

平成20年7月に高津川水系河川整備計画を策定以降、これまで堤防高が不足している箇所（大塚、奥田）の築堤整備や上下流バランスを踏まえた河床
掘削（下流区間：高津地区、上流区間：安富地区）を実施。

堤防浸透対策について、R3年度末に下流区間（益田市街地）の一連が完了。高津川河川防災ステーションについては、H21年度に完成。

現在、下流区間（益田市街地）の安全度を更に向上させるため、中洲の掘削を実施中。

堤防浸透対策前
（高津川左岸2.6k付近）

高津川河川
防災ｽﾃｰｼｮﾝ

たかつがわ

たかつがわ さくてい おおつか おくだ ちくてい かしょう

たかつ やすどみ

しんとう ますだ たかつがわ

ますだ なかす

たかつ なかす かしょう しんとう

やすどみ かしょう

やすどみ かしょう
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5.2 アユ産卵場のモニタリングを実施

エンコウの瀬

ナガタの瀬虫追の瀬

産卵範囲、河床高、水深、流速、河床材料、浮石状態

河床材料

浮石状態

モニタリング調査地点

5.事業の進捗状況

令和3年度調査（現況）

産卵範囲

※産卵範囲調査は、アユ産
卵場を保全するため、産卵
エリア内には立ち入らず、外
枠を目視で確認する。（産卵
の有無を確認）

産卵適性度で評価すると、産卵に適性な範囲を広く維持している。
しかし、エンコウの瀬については、近年、指標適正範囲の一部でしか産卵が見られないことから、要因分析と指標の見直しを検討中。

モニタリング項目

高津川固有の産卵適性度評価基準

産着卵が確認されているにも
関わらず適性度0となる

適性度の分布と
産着卵の分布が
概ね一致

見直し後の
評価基準

見直し前の
評価基準

高津川の実態に応じた適性度評価
基準が得られたことにより、物理環
境評価モデルの精度が向上

産卵適正度＝適正指標（水深）×適正指標（流速）×適正指標（浮石状態）

・H25年度にモニタリングを実施し、高津川におけるアユの産卵適
性環境を分析

・モニタリング結果による産卵分布と物理環境の関係から、産着卵
の分布範囲と適性度の分布が概ね整合するよう高津川固有の
適性度評価基準を設定

見直し前（H24年度） 見直し後（H25年度）
既往文献を基本として、水深については
高津川の実態を踏まえて0.5mを上限に
設定

産着卵の分布範囲と適性度の分布が
概ね整合するよう水深の基準を見直し

水
深

流
速

浮
石
状
態

浮石状態の指標＝

無次元掃流力
（土砂を押し流そうとする力）

限界無次元掃流力
（無次元掃流力に対して抵抗する力）

見直し

● モニタリング結果

高津川では天然遡上のアユが有名であり、代表的なアユの産卵場として知られる3つの瀬（エンコウ、虫追、ナガタ）が存在。

河床掘削にあたっては、産卵場への影響についてモニタリング調査を継続的に実施しており、各分野の有識者で構成される『高津川河床掘削懇談会』
からの意見を踏まえ、工事を実施している。

エンコウの瀬における産卵適性度の変化

たかつがわ そじょう むそう

かしょう たかつがわゆうしきしゃ かしょう こんだんかい

かしょうだか かしょう うきいし

たかつがわ たかつがわ

たかつがわ

たかつがわ
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5.3 堤防及び河道、河川管理施設等の維持管理

事業の概要 実施状況

今後の予定

・河川維持管理の効率化・高度化及びサイクル型維持管理によって得られた
情報や最新の知見等を踏まえ、『河川維持管理計画』の見直しを実施予定。

・樋門等操作員の負担軽減や浸水被害軽減に資する効率的・効果的な開閉操
作を目的とし、遠隔操作による検討を進める予定。

排水門等の点検状況堤防点検状況

【堤防・護岸等】

堤防、護岸等について、堤防の浸透作用及び浸食作用に対する安
全性、信頼性を確保できるよう、維持管理を行う。

【河道】

土砂堆積による流水阻害や河床の深掘れによる河川管理施設への
影響が生じないよう、維持管理を行う。

【水門、樋門、排水機場等河川管理施設】

河川管理施設が所要の機能（ゲートの開閉等）を発揮できるよう
維持管理を行う。

また、樋門等操作員の高齢化や人員不足に対応するため、ゲート
の自動化（フラップ化）を進める。

【点検の実施状況】

【ゲートの自動化】

ゲート整備前 フラップゲート整備（R2）

虫追第2排水樋門 虫追第2排水樋門

引き上げ式ゲート
（人員操作）

フラップゲート
（自動開閉）

5.事業の進捗状況

高津川の河川特性を踏まえ、維持管理の目標や実施内容を設定した『河川維持管理計画』を作成。

維持管理計画に基づき、状態変化の監視、状態の評価、評価結果に基づく改善を一連のサイクルとした『サイクル型維持管理』により効率的・効果的
に維持管理を実施。

たかつがわ

ごがん

ごがん しんとう しんしょく

たいせき りゅうすい かしょう ふかぼ

ひもん

ひもん ひもん



5.4 危機管理体制の整備

関係機関との確実な情報伝達や住民避難を促す取組など、被害軽減を目的とした取組について、今後も継続する。

水防連絡会・洪水予報連絡会の開催

橋梁への量水標の設置

NHKのデータ放送による水位情報の提供

事業の概要と実施状況

今後の予定

地元操作員との排水機場操作説明 災害対策車操作訓練

5.事業の進捗状況

・地域住民自らが洪水時の危険
度を確認し、避難に関する的確
な判断や行動に繋げられるよう
に、橋脚等に量水標を設置する
取組を実施。

・洪水時の河川の状況を迅
速かつ的確に把握し、水防
活動や住民の避難を効果
的に行うため、河川管理者
が有する雨量や水位等の
河川情報について、NHKデ
ータ放送など、より分かり
易く伝達する取組を実施。

・洪水等による災害の発生
防止や被害軽減のための情
報連絡、調整を図ることを目
的として、河川管理者、自治
体、関係機関から構成される
水防連絡会、洪水予報連絡
会を定期的に開催。

・水防時の円滑かつ確実な対応を行うことを目的として、樋門操作員
への操作説明会や災害対策車の操作訓練を実施。

17

住民の避難に がる洪水予報、円滑な水防活動のための水防警報を迅速に発表するため、水防連絡会、洪水予報連絡会の開催（定期）

洪水時に住民自ら判断し、円滑かつ迅速な避難を行えるよう、分かり易く、効率的な河川情報の提供と伝達方法

水防時の被害軽減のため、河川管理施設の円滑かつ確実な操作のための操作訓練

水防連絡会、洪水予報連絡会の開催等 水防時における河川情報の提供

避難を促す水位情報等の周知水防体制の充実

すいぼう すいぼう じんそく すいぼう

じんそく

えんかつ

すいぼう

すいぼう

すいぼう

すいぼう えんかつ ひもん

すいぼう

じん

そく すいぼう

ゆう

きょうきゃく りょうすいひょう

きょうりょう りょうすいひょう

えんかつ

えんかつ

すいぼう



5.5 水防災意識社会再構築ビジョンの取組状況

水害タイムライン運用支援システムを浜田河川国道事務所HPに掲載

5.事業の進捗状況

Web上に点在している情報（警報や河川水位、映像等）を集約したシステムを構築し、令
和3年度の出水期から運用を開始。
（タイムライン運用支援システムは、浜田河川国道事務所HPの防災情報より確認可能）

防災教育や防災知識の普及

氾濫特性を踏まえ、効率的な水防活動となる樋門については、無動力化を実施。高津川水系浸水想定区域内に位置する小中学校、地区
住民、企業等について、高津川水系の洪水の特徴を踏
まえた防災教育を実施。

減災の取組を社会全体で推進するため、『高津川水系大規模氾濫時の減災対策協議会（平成28年7月）』を設立し、住民自らが危機を認識した的確な
避難行動を行うための取組や氾濫特性を踏まえた効率的な水防活動のための基盤整備を実施している。

『逃げキッド』を活用したマイ・タイムライン作成支援の実施

18

樋門の無動力化

げんさい たかつがわ はんらん げんさい

はんらん すいぼう

はまだ

たかつがわ

ひもん

はんらん すいぼう ひもん



6.1 当面の整備予定 6.事業進捗の見通し
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掘削範囲

掘削範囲

・当面5年間の掘削により、上流は
概ね1/30以上の流下能力となる。

・当面5年間の掘削により、下流は
概ね1/50以上の流下能力となる。

※HWL評価

掘削範囲

掘削範囲

令和2～3年度

令和3～5年度（予定）

中洲

須子地区

令和5～7年度（予定）

令和元年度

R5～R7掘削範囲
（R4年3月時点）

高津地区

中島地区

当面（令和9年度まで）の整備箇所

浸水想定区域

安富地区

令和8～9年度（予定）

＜整備イメージ：安富地区＞ 高津川 7.0k～9.2k

平常時の水位

計画高水位

河道掘削

平常時の水位

計画高水位

河道掘削
河道掘削河道掘削護岸
樹木伐採

＜整備イメージ：高津地区・中島地区、中洲＞

高津川 0.4k～1.8k

R8～R9掘削範囲
（R4年3月時点）

高角水位観測所

益田市高津町

高津川 ◎
河川防災
ステーション

◎
高津小学校0.0k

1.0k

2.0k

3.0k

益田市須子町

浸水想定区域

6.0k

7.0k

8.0k

9.0k

なかのしま

たかつ

なかす

すこ

やすどみ

たかつ なかのしま なかす やすどみ

ごがん

※1/30規模掘削：年超過確率１／３０(毎年、１年間にその規模を超える洪水が発生する確率が１／３０（３．３％））の洪水を安全に流すために必要な掘削

令和7年度までは、石西地域における都市機能が中枢し、人口、資産が集中する益田市街地の治水安全度を向上させるため、高津川下流部について、
1/50規模の河道掘削を実施する。

上下流バランスを踏まえ、令和9年度までに治水安全度の低い高津川上流部に着手し、1/30規模の河道掘削を実施。

たかつがわますだせきせい

たかつがわ

ちゅうすう
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7.1 防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

近年の気候変動による影響により頻発化・激甚化する水災害に対応するため、R3年度より『防災・減災、国土強靱化のための５か年加速対策』を実施。

高津川では、益田市街地区間の治水安全度を更に向上させるべく、追加で中洲の河道掘削を実施。（現在：1/30目標⇒ ５か年加速化：1/50目標）

高津川における防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

高津川河川
防災ステーション

河床掘削(下流)
（樹木伐開含む）

築堤(須子)

堤防浸透対策(高津)

堤防浸透対策(虫追)

築堤(奥田)

河床掘削(上流)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(安富)

河床掘削(匹見川)
（樹木伐開含む）

堤防浸透対策(飯田)

：河床掘削
：樹木伐開
：堤防整備（築堤・引堤）
：堤防整備（質的強化）

：事業完了区間、箇所

H27年度完成

H23年度完成

堤防浸透対策(高津)

H21年度完成

H21年度完成

H26年度完成

益
田
市
街
地
区
間

■事業箇所

■整備メニュー実施による浸水区域の変遷

条件：整備計画流量4,900m3/s

■防災・減災、国土強靱化のための ５か年加速化対策の工程表

整備箇所 ０年目 １年目 ２年目
Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 Ｒ5~7年度

① 河道掘削・護岸整備
② 河道掘削・護岸整備
③ 河道掘削
④ 河道掘削・護岸整備

益田市街地の
浸水が解消

益田市街地

1/50の安全度現在：1/30の安全度

５か年
加速化対策 治水安全度

洪水に対する川の安全の度合いを確率で表現
したものです。

１／５０：毎年、１年間にその規模を超える
洪水が発生する確率が１／５０

（２.０％）

築堤(大塚)

7.河川整備に関する新たな視点

R3年度完成

５か年加速化対策範囲

たかつがわ ますだ なかす

ひんぱつ げきじん きょうじん

たかつがわ げんさい きょうじん げんさい きょうじん

ちくてい おおつか

ちくてい おくだ

ちくてい すこ

たかつがわ

かしょう

ばっかい

かしょう

ばっかい

かしょう

ばっかい

ひきみがわ

しんとう たかつ

しんとう たかつ

しんとう いいだ

しんとう むそう

しんとう やすどみ

へんせん



7.2 流域治水の推進（流域治水プロジェクトとは）
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7.河川整備に関する新たな視点

今後の気候変動による水災害リスクの増大に備えるため、これまでの河川・下水道管理者等による治水対策に加え、流域のあらゆる関係者（国・都道府
県・市町村・企業・住民等）により流域全体で治水対策を行う「流域治水」への転換が重要となる。

集水域
都道府県・市町村、
企業、住民

河川
国・都道府県・市町村、
利水者氾濫域

国・都道府県・市町村、
企業、住民

氾濫を防ぐための対策
～ハザードへの対応～

被害対象を減少させるための対策
～暴露への対応～

二線堤等の整備
⇒ 市町村

（ためる）※

雨水貯留施設の整備、
田んぼやため池等の高度利用

⇒ 都道府県・市町村、企業、住民

（氾濫水を早く排除する）
排水門の整備、排水ポンプの設置

⇒ 市町村等

（避難態勢を強化する）
ICTを活用した河川情報の充実
浸水想定等の空白地帯の解消

⇒ 国・都道府県・市町村・企業

（被害範囲を減らす）
土地利用規制、高台まちづくり

⇒ 国・都道府県・市町村、企業、住民

（早期復旧・復興に備える）
BCPの策定、水災害保険の活用

⇒ 市町村、企業、住民

（移転する）
リスクが高いエリアからの移転促進

⇒ 市町村、企業、住民

（支援体制を充実する）
TEC-FORCEの体制強化

⇒ 国・企業

（氾濫水を減らす）
堤防強化等

⇒ 国・都道府県

（安全に流す）
河床掘削、引堤、放水路、砂防堰堤、遊砂地、
雨水排水施設等の整備

⇒ 国・都道府県・市町村

ダム、遊水地等の整備・活用
⇒ 国・都道府県・市町村、利水者

（しみこませる）※

雨水浸透施設（浸透ます等）の整備
⇒ 都道府県・市町村、企業、住民

（被害を軽減する）
建築規制・建築構造の工夫

⇒ 市町村、企業、住民

※グリーンインフラ関係施策と併せて推進

被害の軽減・早期復旧・復興のための対策
～脆弱性への対応～

河川での対策 集水域での対策 氾濫域での対策凡例

はんらんいき

げんさい

うすい ちょりゅう しんとう

はんらん

うすい しんとう

うすい ちょりゅう

ゆうすいち

りすい

かしょう さぼうえんてい ゆうさち

うすい

たかだい

にせんてい

しゅうすいいき

はんらんいき

しゅうすいいき はんらんいき

ぜいじゃくせい

しんすい

はんらんすい



7.2 流域治水の推進（流域治水プロジェクト）
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7.河川整備に関する新たな視点

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防整備、堤防強化、河道掘削、堰撤去（国・県）
・雨水ポンプ場の増強検討（益田市）
・水田の貯留機能向上に向けて地域排水整備及び地域

組織への啓発・対策（益田市）
・砂防設備、急傾斜地崩壊対策施設、地すべり対策施設の整備（県）

・治山対策、森林整備（国・県ほか）

●被害対象を減少させるための対策
・掘削土を活用した高台整備の検討（国・益田市）
・霞堤背後地における土地利用規制（益田市）

●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・多機関連携タイムラインの活用（国・市町）
・マイ・タイムラインの作成（国・市町）
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進（市・町）
・洪水時の河川情報の充実（水位・カメラ映像等）（国）
・防災教育・防災知識の普及（国・県）

河道掘削事例（高津地区）

防災教育・防災知識の普及

霞堤背後地の土地利用規制

霞堤箇所

堤防

堤防

降雨体験機防災教育

霞堤

洪水時は開口部から背後地へ浸水

高津川水系流域治水プロジェクト概要

・河川整備
・水田の貯留機能確保
・治山対策、国有林整備、水源

林整備、保安林整備
中上流域

下流域

中上流域の主な対策

下流域の主な対策
・河川整備
・雨水ポンプ場増強検討
・霞堤背後地の土地利用規制
・高台の整備検討
・防災教育・防災知識の普及

高津川水系流域治水協議会関係組織
益田市、津和野町、吉賀町、島根県（土木部、農林水産部、益田県土整備事務所、津和野町土木事務所）
農林水産省中国四国国農政局中国土地改良調査管理事務所、林野庁近畿中国森林管理局島根森林管理署、
国土交通省中国地方整備局浜田河川国道事務所、国立研究開発法人 森林研究・整備機構森林整備センター

高津川では、国、島根県、自治体など関係者で構成された「高津川水系流域治水協議会」を設立し、令和3年3月に流域治水プロジェクトを策定。

※令和3年度には、流域治水の更なる充実を図るため、各種取り組み（広報活動、見える化（指標）、水害リスクマップ）を実施し、令和4年3月更新・公表。

たかつがわ しまねけん たかつがわ

たかつがわ はんらん

せき

うすい ますだし

すいでん ちょりゅう

けいはつ ますだし

さぼう

ちさん

たかだい ますだし

ますだしかすみてい



7.2 流域治水の推進（流域治水プロジェクト）
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7.河川整備に関する新たな視点

たかつがわ

せいりゅう

たかつがわ

せいりゅう たかつがわ

たかつがわ

ふち れきがわら かはんりん

はんしょく

せいぎゅう もっこうちんしょう

たかつがわ



7.2 流域治水の推進（広報、目標・目的の見える化）
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7.河川整備に関する新たな視点

流域治水の広報

上流域（津和野町）の取組（田んぼダム）を
流域全体へPR

※高津川だより配布先
・益田市 1,064部配布
・吉賀町 200部役場へ設置
・津和野町903部配布

益田市

津和野町

吉賀町

高津川だより９月号 日本海

益田市街地を中心に
甚大な被害が発生

高津川

現在

益田市

【短期整備完了時の進捗】
① 下流地区 1/100   想定 大

河道掘削 0％ 100％

短期

高津川下流部の河道掘削
により、益田市街地の
浸水被害が減少

日本海

益田市

高津川

浸水深0cm以上となる確率規模

高頻度（1/10）

中高頻度（1/30）

中頻度（1/50）

中低頻度（1/100）

想定 大規模

市町境界

河川等範囲

対象となる洪水予報河川の区間

下流部（市街地）

上流部上流部

下流部（市街地）

短期整備（５か年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約52％→約65％

整備率 65％

（概ね５か年後）

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

高齢者等避難の実
効性の確保

避難確保
計画

洪水 53施設
土砂 50施設

（令和3年9月末時点）

個別避難計画
3市町村

（令和4年1月1日時点）

避難のための
ハザード情報の整備

洪水浸水想定
区域 5河川

（令和3年12月末時点）

内水浸水想定
区域 0団体

（令和3年11月末時点）

立地適正化計画における
防災指針の作成

0市町村

（令和3年12月末時点）

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

治山対策等の
実施箇所 11箇所

（令和3年度実施分）

砂防関連施設の
整備箇所 0施設

（令和3年度実施分）

流出抑制対策の実施

0施設

（令和2年度実施分）

農地・農業用施設の活用

3市町村

（令和3年度末時点）

田んぼダムの取組

水害リスクマップによる整備効果の見える化

数値目標

たかつがわ

つわのちょう

たかつがわ

ますだし

よしかちょう

つわのちょう



7.3 気候変動を踏まえた計画へ見直し
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7.河川整備に関する新たな視点

これまで
洪水、内水氾濫、土砂災害、高潮・高波等を防御する計画は、
これまで、過去の降雨、潮位などに基づいて作成してきた。

しかし、
気候変動の影響による降雨量の増大、海面水位の上昇などを考慮すると現在の計画の整備完了時点では、

実質的な安全度が確保できないおそれ

気候変動による降雨量の増加※、潮位の上昇などを考慮したものに計画を見直し

※ 世界の平均気温の上昇を２度に抑えるシナリオ（パリ協定が目標としているもの）

気候変動 シナリオ 降雨量
（河川整備の基本とする洪水規模（1/100等）

２℃上昇相当 約１．１倍

全国の平均的な

傾向【試算結果】

流量 洪水発生頻度

約１．２倍 約２倍

※ 流量変化倍率及び洪水発生頻度の変化倍率は、一級水系の河川整備の基本とする

洪水規模（高津川：1/100）の降雨に降雨量変化倍率を乗じた場合と乗じない場合

で算定した、現在と将来の変化倍率の全国平均値

降雨量が約１．１倍となった場合

近年、水害が激甚化・頻発化しており、今後も気候変動の影響により降水量が増大し、整備計画完了時点では実質的な安全度を確保できないおそれ。

治水計画について、気候変動による降雨量の増加を考慮した計画に見直し。現在、高津川においても検討を進めている。

げきじん ひんぱつ

たかつがわ

はんらん

しさん



8.1 進捗点検のまとめ 8.河川整備計画の点検結果

＜社会情勢の変化＞

■流域の社会情勢（土地利用、人口等）の大きな変化はない。

■整備計画策定以降、目標流量を上回る洪水の発生はなく、正常流量を満足している。（渇水もなし）

■整備計画策定以降、各地点で環境基準を満足しており、良好な水質を維持している。

■整備計画策定後、魚類・底生動物・鳥類、植物の確認種数に減少は見られない。

＜地域の意向、地域との連携＞

■関係自治体（益田市、津和野町、吉賀町）からは引き続き事業推進（高津川の特色を活かした環境や景観に配
慮した治水事業の実施等）に対する要望が出ている。

■河川清掃や河川環境学習等、地域と連携した取組を継続的に行っている。

＜事業の進捗状況＞

■堤防の整備、堤防の質的強化、河床掘削及び樹木伐採等が順次実施され、計画どおり事業が進捗している。

■今後、大規模な河床掘削を予定しており、掘削によるアユ産卵場等河川環境への影響について、モニタリングを
実施するとともに、河床掘削に関する具体的な対策等については、有識者から意見を聴きながら、段階的に河床
掘削を実施していく必要がある。

＜河川整備に関する新たな視点＞

■「流域治水プロジェクト」に基づき、関係者と協働し、ハード、ソフト対策に加え、まちづくり面からの対策も含め実施
している。
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＜事業進捗の見通し＞

■当面（令和7年度まで）は、下流部の市街地区間の河床掘削・樹木伐採を引き続き実施する。

■下流部の掘削完了後、上流部への掘削に移行。 上流部の掘削に当たっては、アユ産卵場や掘削箇所のモニタ
リング結果から得られた知見をもとに、河床掘削を実施する。

見直しを必要とするような
変化は生じていない。

見直しを必要とするような
変化は生じていない。

引き続き事業を推進する。

引き続き事業を推進する。

引き続き事業を推進する。

＜進捗点検のまとめ＞

■高津川水系河川整備計画に基づく河川整備について、順調に進捗しており、また『５か年加速化対策』により河川改修が加速化されている。

■水防に関する危機管理体制について、関係機関との情報共有が適切に行われており、また水防災意識社会再構築ビジョンに基づく減災対策が確実に進め
られている。

＜今後の進め方＞

■引き続き、高津川水系河川整備計画に定められた河川整備を継続して実施するとともに、防災減災の取組を推進する。

■気候変動の影響等を踏まえ、「流域治水」へ転換し、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、ハード・ソフト一体で多層的に対策を推進する。

かっすい

ていせい

ますだし つわのちょう よしかちょう たかつがわ

かしょう

かしょう

かしょう ゆうしきしゃ かしょう

しんちょく

かしょう

かしょう

きょうどう

しんちょく

たかつがわ

すいぼう みずぼうさい げんさい

たかつがわ ぼうさい げんさい

はんらんいき



以下、参考資料
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中

須
中

島

高

津
益

田

元禄14年(1701)の後の洪水により中島・中須
の間の河道が堆積したものと推定される

■元和2年 (1616) 津和野藩は、産業の興隆（たたら鉱業等）のため、水刎工事を行い、自領内に新河川を開削し、益田川に流れ込んでいた高津川を流入さ
せた。また、虫追の上端に堤防を築き河川を花ヶ瀬に向けて曲流させ、現在の高津川派川を飯田に向けて通した。

■寛永16年（1639）の洪水で飯田の東側の旧河道に洪水が流れ、須子から益田川に向かって新しい河道（後川）が作られた。

■元禄14年(1701)の後の洪水により中島・中須の間の河道が堆積したものと推定される。

■天明年間（1781～1789）は高津川は津和野藩改修河道に流れ、益田川とは河口を別にし、ほぼ現形に近い形となった。

改修前の河道が干上が
り虫追と河成が河原続
きの農地なった

ライコウから飯田の西側
に新たに河川を開削し、
花ヶ瀬から一直線に水を
流すようにした

新水除に堤防を築き、花ヶ瀬
に方向に流路を変更

浜田藩
津和野藩

藩境界
改修前の河道
改修後の河道

出典：「地域社会と河川の歴史 中国地方建設局」に加筆

水刎工事

旧河道に
洪水が流下

後川が
形成された

吉田平野
津和野藩

浜田藩

宝暦年間（1751～1764）の河口付近の状況

天明年間（1781～1789)の河口付近の状
況

大きな洪水はなく水流は津和野藩改修河道に
流れ、後川は河跡湖化したと推定される

出典：「地域社会と河川の歴史 中国地方建設局」
に加筆

後川

つわのはんげんな こうりゅう こうぎょう みずはね かいさく ますだがわ たかつがわ

むそう じょうたん はながせ きょくりゅう たかつがわはせん いいだ

かんえい いいだ すこ ますだがわ うしろがわ

てんめいねんかん たかつがわ つわのはん ますだがわ

河港として繁栄
していた今市は、
衰退

かこう はんえい

いまいち

水たたきを設置し、流路
を北に向けて開削するこ
とで高津川河口を付け替
え、港を整備

かいさく

たかつがわ

つわのはん

はまだはん

いいだ

かいさく

はながせ

みずはね

むそう こうなりこうなり

はながせ

つわのはん

はまだはん
た
か
つ

な
か
の
し
ま

な
か
ず

ま
す
だ

うしろがわ

よしだへいや

げんろく なかのしま なかず

たいせき

ほうれきねんかん

うしろがわ

つわのはん

うしろがわ かせきこ

てんめいねんかん
しんみずよけ

げんろく なかのしま なかず たいせき
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高津川流域の概要（高津川の変遷） 参考資料

宝暦(1751～1764)・天明(1781～1789)
年間の河道

津和野藩による高津川の改修 寛永16年（1639）の洪水後の河道
つわのはん たかつがわ かんえい ほうれき てんめい



利水（水利用）状況

高津川水系の水利用は、許可水利権が22件（上水道用水1件、農業用水15件、発電用水5件、その他用水1件）、許可水利量が37.465m3/sであり、発電
用水が許可権量全体の約98%を占めている。

高津川の水利用

参考資料

直轄管理区間用水模式図

高津川水系における水利用状況（令和3年4月末現在）

上水道用水 法 1 0.002

工業用水 ー ー ー

農業用水 法 15 0.871

慣 1,089 ー

その他用水 法 1 0.015

発電用水 法 5 36.577

1,111 ー

かんがい面積
約2,800ha

用途

計

最大取水量
（m3／s）

件数区分 備考

出典「中国地整管内一級河川管理状況」（令和3年4月30日現在）

注）「区分」の法：河川法第23条の許可を受けたもの

　　　　　「区分」の慣：河川法施行以前から存在する慣行水利権

件数：許可数（但し、慣行水利は届出数）

水利用件数割合

大取水量割合
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たかつがわ すいりけん すいりりょう

たかつがわ
たかつがわ

しゅすいりょう

ちょっかつ



内水対策

事業の概要

今後の予定

・既設排水機場の適正な運用、自治体からの要請による排水ポンプ車
の支援を継続。

・既設排水機場（神田排水機場（救内）、井谷排水機場（救内））に
よる内水排水活動

・自治体からの要請による排水ポンプ車による内水排除活動の支援
（南田川水門など）

【内水対策】

高津川出張所 井谷排水機場【救急】

市原箇所

神田排水機場【救急】

益田国道維持出張所

安富水防倉庫

内田箇所

安富箇所

横田箇所

金地箇所
虫追箇所

向横田箇所

高津川河川防災ステーション

基地名称 位置 所有台数

安富水防倉庫 益田市安富町 排水ポンプ車 24-4702 30m3/min 水中ﾓｰﾀ式

益田国道維持出張所構内 益田市あけぼの西町 照明車 16-1709 2kW×6灯、ﾌﾞー ﾑ式

浜田河川国道事務所（高津川）における排水ポンプ車・照明車の運用

実施と達成

出動が予想される箇所
排水機場
事務所・出張所・車両基地

高津川における排水ポンプ車の出動状況
（H28年度以降）

H30.7洪水における排水ポンプ車稼動状況
（白上川左岸1.1k付近、南田川水門）
排水ポンプ車（0.5m3/s）：1台

年度 派遣先
派遣日数
（日）

平成28年度 神田排水機場 1
平成29年度 ー ー
平成30年度 南田川水門 2
令和元年度 南田川水門 1
令和 2 年度 ー ー
令和 3 年度 南田川水門 3

参考資料
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河川の維持の目的、種類及び施工の場所（洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項）
せこう けいげん

きせつ かんだ いだに

なんだがわ

たかつがわ

たかつがわ

しらかみがわ なんだがわ

やすどみ すいぼう ますだし やすどみちょう

ますだしますだ にしまち

ますだ

たかつがわ

うちだ

いちはら

むそう

かなじ

やすどみ

よこた

むかいよこた

かんだ

いだに
やすどみ

たかつがわはまだ



外来種対策（特定外来生物（ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ）の繁茂対策）

オキンケイギクの抑制対策について、今後も試行し、モ
ニタリングを継続する。

【河川環境の整備と保全に関する事項（外来種対策）】

「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関
する法律」に基づき、国土交通大臣が主務大臣となって
いる5種のうち、高津川で確認されているオオキンケイ
ギク、アレチウリについては、河川管理行為（除草、土
砂の運搬等）を適切に実施し防除に努める。

オオキンケイギクの繁茂区域

参考資料

事業の概要 実施と達成

今後の予定

H26-R1に特定外来生物（オオキンケイギク）防除対策として実施した、硫安散布によ
り約14,000m2の堤防法面で特定外来生物（オオキンケイギク）の防除を確認。

〇硫安散布によるオオキンケイギクの抑制を試行し、モニタリングを実施

高津川では、特定外来生物に指定されているオオ
キンケイギクの分布範囲が年々拡大しており、防除
方法について、さまざま試行してきた。

平成24年度からは、再繁茂対策として、「天地返し」
の試験施工を実施し、抑制を確認できた。

平成26年度より、硫安散布による試験施工を実施し、
同様、抑制を確認できた。
（平成27年度よりモニタリングを継続中）

硫安散布による施工について、天地返しと比較し、
安価であった。

参考：天地返し 2,900（円/m2)
硫安散布 560（円/m2)

ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ繁茂状況
高津川10k400付近

硫安散布状況 散布後状態（R3年5月）

【硫安について】
・ 園芸用で一般的に市
販されている肥料

・酸性を嫌うオオキン
ケイギクの生育力を弱
めることで淘汰していく
ことを期待

【天地返しについて】

・オオキンケイギクの種子が含ま
れている表層と下層の土を入れ
替える

堤防法面

従来対策

新対策

散布機を使用した施工
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河川の維持の目的、種類及び施工の場所（河川環境の整備と保全に関する事項）
せこう

しゅむ

ぼうじょ

はんも

りゅうあんぼうじょ

ぼうじょ

りゅうあん

たかつがわ

ぼうじょ

はんも てんちがえ

てんちがえ

せこう

りゅうあん せこう

りゅうあん せこう てんちがえ

てんちがえ

りゅうあん

はんも
りゅうあん

りゅうあん

とうた



河川巡視

高津川水系では萩・石見空港が近接しているものの、河川巡視手法の効率化・高度化
を目的に、UAVの活用等を検討していく。

【河川巡視】

●平常時
平常時の河川巡視は、定期的・計画的に河川を巡回し、

河川や堤防、水門などの状態把握や、河川利用や自然環
境の情報収集、不法行為や迷惑行為の発見・改善のため
に実施する。

その他、必要に応じてUAV等の機器も活用し、河川巡
視の効率化図る。

●出水時
出水時の河川巡視は、以下の状況を概括的に把握する。

・堤防、洪水流、河道内樹木、堤内地の浸水
・河川管理施設及び許可工作物 等

河川巡視により、漏水や崩壊等の異常が発見された場
合は、直ちに水防作業や緊急的な修繕等の適切な措置を
講じる。

●河川維持管理データベース
これらの巡視は、河川維持管理データベース

（RiMaDIS）を活用し、適切に記録し情報を蓄積してく
とともに、今後の河川維持管理に反映する。

【河川巡視の実施状況】

事業の概要 実施と達成

今後の予定

UAVの活用
令和3年8月出水の状況（高角地点）

河川パトロール

携帯端末を利用した巡視

【河川維持管理データベース（RiMaDIS）の活用】

【巡視情報の記録・蓄積】

RiMaDISを活用した河川巡視の流れ

巡視日誌（電子データ）
データベースに保存 河川巡視結果による対策記録例：ポットホールの修繕

参考資料
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河川の維持の目的、種類及び施工の場所（洪水等による災害の発生の防止または軽減に関する事項）
せこう けいげん

しんすい

ろうすい

しゅうぜん そち

たかつの

たかつがわ はぎ いわみ


